
共立叢書「超函数・FBI変換・無限階擬微分作用素」の訂正項目
(2013年 5月 22日)

(1) p6 line 14⇠22: 「証明」のところ全部を次で置き換える：

証明　　すべての多重指数 ↵に対し，@↵z f(a) = @↵x f(a) = 0と
なるから aのある複素近傍で f = 0. よって定理 1.1.9により結
論を得る．

(2) p9, 下から line 8: 「Kが非有界ならば，積分範囲を分割して考
えれば有界の場合に帰着する. 」を
「K が非有界のときは例えば KR := K \ {|Re z|  R}に

適用して R ! 1の極限を考える. @(KR) = (@K)R [ {z 2
K; |Re z| = R}であるが後者の積分は 0に収束.」

(3) p11, line 1: ⇢ > 0 を 1 > ⇢ > 0

(4) p11, 下から line 7: 「だから krkEt{⇢0}⇢1 < 1 · · ·」を
「だから krkEt0

{⇢0}⇢1 < 1 · · ·」

(5) p15, 下から line 11: P 7! Pf を f 7! Pf

(6) p17, line 9, 11: 式中の (z0 � z � ") を (z0 � z � "1n)

(7) p17, line 13: 式中の (z0 � z � ") を (z0 � zj � "1n)

(8) p20 line 5: ("k⇣k)↵�� を ("k⇣k)|↵��|

(9) p21 下から line 6: 「で行列 J�1
� (z̃, z)を定める．」を

「をみたす行列 J�1
� (z̃, z)を

(J�1
� )ij(z̃, z) =

Z 1

0

@��1
i

@zj

(z + s(z̃ � z))ds

で定める．」

(10) p22 line 2: 「· · · = e�hw,⌘iP (z, @z)e
hw,⌘i|z=�(w)」を

「· · · = e�h�
�1(z),⌘iP (z, @z)e

h��1(z),⌘i|z=�(w)」

(11) p22 下から line 3: 「=
P

|↵|=m

�⇤ · · · = · · · a↵(w)⇣↵,」を

「=
P

|↵|=m

a↵(�(w))(td��1(�(w))⌘)↵) =
P

|↵|=m

a↵(�(w))⇣↵,」
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(12) p23 下から line 12⇠1: 「実際積分は・・・= 1 +
p
�1hx, ⇠

|⇠|i.」の
部分すべてを次で置き換え：
「実際,指数の肩の部分は

p
�1hx�ex, ⇠i�|x�ex|2|⇠|に変わる.

また変数変換のヤコビ行列の固有ベクトルが簡単に計算できる
事からヤコビ行列式 �(x, ⇠) = 1 +

p
�1hx, ⇠/|⇠|iを得る. 従っ

ていわば (1.3.2) の変形版を発見的に得るが厳密には次の形：

(1.3.4) '(x) = lim
"!+0

Z
Rn⇥

.

Rn

e
p
�1hx�ex,⇠i�(|x�ex|2+")|⇠|'(ex)�(x� ex, ⇠)dexd�⇠

ここで hx, ⇠i = |x||⇠| cos ✓ として ⇠についての積分は次の通り：Z
Rn

e
p
�1hx,⇠i�(|x|2+")|⇠|

✓
1 +

p
�1hx, ⇠i
|⇠|

◆
d�⇠

=
(n� 1)!|Sn�2|
(�2⇡

p
�1)n

Z ⇡

0

(1 +
p
�1|x| cos ✓) sinn�2 ✓

(|x| cos ✓ +
p
�1(|x|2 + "))n

d✓

=
(n� 1)!

2n�1⇡n/2� (n
2 )

· "

(|x|2 + (|x|2 + ")2)
(n+1)/2

.

但し以下の Legendre陪関数の公式を使った：Z 1

�1

(1� t2)(n�3)/2

(z � t)n
dt =

p
⇡� (n�1

2 )

� (n
2 )

z

(z2 � 1)(n+1)/2
.

この具体的な核関数の形より式 (1.3.4)が直ちに従う. 以下の議
論では lim"!+0 は省くが厳密な意味は式 (1.3.4)の通りとする.」

(13) p25 line 9⇠16: 「簡単のため・・・右辺は零に各々収束する.」を
次に置き換え：「23ページの具体表示式より明らか.」

(14) p26 下から line 6: 「任意のK 2 · · · に対して C, � > 0 が存在
して」を
「ある � > 0と任意のK 2 · · · に対してC > 0 が存在して」

(15) p27 下から line 1:

「(. . . ) + (@Ud + · · · ) 」を「(. . . ) [ (@Ud + · · · )」

(16) p28 下から line 7:

「ならば · · · ⇢ Rn \ U 0
2r」を「ならば · · · ⇢ Rn \ U 0

2r0」

(17) p30 下から line 3⇠1: 「更に（２），（３）の評価は yについて局
所一様だから，↵, ⇠ ・・・に注意して，各々の場合，」を
「更に（２）の評価についても yに関し局所一様だから（１）

⇠（３）の各々の場合，↵, ⇠ ・・・に注意して，」

(18) p31 line 5: 「を開凸錐とする.」を「を開凸錐，y0 2 e�rとする.」
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(19) p31 line 13:

「(. . . ) + (@Ud + · · · )」を「(. . . ) [ (@Ud + · · · )」

(20) p31 下から line 4: 「の特性函数とすれば」を　
「の特性函数とし， g(x) = F (x +

p
�1y0)とおけば」

(21) p31 下から line 1: T (�UdF )(x;↵, ⇠) を T (�Udg)(x;↵, ⇠)

(22) p32 line 4: T (�UdF )(x;↵, ⇠) を T (�Udg)(x;↵, ⇠)

(23) p33 line 2: 「前節の記号下で，」 を　「付録A.3の記号下で，」

(24) p33 下から line 3: 「・・・の無限小楔に注意する.」を
「・・・の無限小楔に注意.またx+

p
�10 2

p
�1V なら

p
�1V

型の無限小楔は xの複素近傍を含む.」

(25) p34 上から line 5: |v/|v|� v0/|v0|| 6 �0 ! |v � v0| 6 �0

(26) p35 下から line 2:

(Ud + · · · ) + (@Ud + · · · ) を (Ud + · · · ) [ (@Ud + · · · )

(27) p36 line 4: \⌦2r を \U2r

(28) p36 line 11: 「すなわちすべての方向 ⇠ で指数減少がわかる.

従って」を
「指数減少の程度は ⇠について局所一様にとれ，V �\Sn�1は
コンパクトだから」

(29) p37 line 12: 「て y0 2 � を十分・・・」を
「て y0 2 e�r を十分・・・」

(30) p38 下から line 15:

「但しその際，y0 2 � (µr2/2)が逆公式成立の条件になる.」を
「その際，y0 2 � (µr2/2)ととる. 」

(31) p38 下から line 10:

「, ..., 0)と置くとき，錐ではないが定理 1.3.12の」を
「, ..., 0), Ud = B(0; 5.25)と置く. y0 2 � (µr2/2)なので定理

1.3.12の」

(32) p38 下から line 3:２カ所の U1を Udに変更，すなわち：
(Ud +

p
�1 · · · ) [ (@Ud +

p
�1 · · · )

(33) p38 下から line 2:「に変更すると，注意・・・」を
「に変更すると（U1は 25ページの記号），注意・・・」
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(34) p39 上から line 7:２カ所の U1を Udに変更，すなわち：
(Ud +

p
�1 · · · ) [ (@Ud +

p
�1 · · · )

(35) p39 上から line 11:２カ所の U1を Udに変更，すなわち：
(Ud +

p
�1 · · · ) [ (@Ud +

p
�1 · · · )

(36) p40 下から line 10 ⇠ line 4:

「最初に超函数の・・・が
JL

j=1
Fj(z) ⇠ 0とは，自然数 J 0 > J，」

を次で置き換え：

「基底が⌦ 2 O(Rn)の錐状凸開集合 (各繊維が凸であること)

全体をCC(⌦)と書くとき次のような加群の間の射を考える：M
(V,V 0)2CC(⌦)2

� (
p
�1�(V [ V 0); fARn)

h!
M

V 2CC(⌦)

� (
p
�1V ; fARn)

ここで
L

V V 0 FV V 0(z) 2
L

(V,V 0)2CC(⌦)2
� (
p
�1�(V [ V 0); fARn) に

対して h (
L

V V 0 FV V 0) =
L

V

�P
V 0 FV V 0|p�1V �

P
V 0 FV 0V |p�1V

�
.

2.1.1 [定義] ⌦ 2 O(Rn) に対し，⌦上の超函数のなす加群を

BRn(⌦) := Coker h =
M

V 2CC(⌦)

� (
p
�1V ; fARn)

�
Im h

と定める．明らかに
�
BRn(⌦)

�
⌦
は Rn 上の前層をなす．無限

直和
L

V 2CC(⌦) は有限個の V に対する成分を除いて 0である

ことを要求するから，結局 ⌦ 上の超函数は � =
JL

j=1
Fj(z) 2

JL
j=1

� (
p
�1Vj;

fARn)のような整型函数の形式有限和の同値類 �/ ⇠

として表される．この際，同値関係を規定する，即ち � ⇠ 0

が � 2 Im h で定められる．特に単項の場合 (J = 1)，F 2
� (
p
�1V ; fARn)で V 0 ⇢ V ならば F ⇠ F |V 0 であることは容易

にわかるので一般の場合，0である条件を次のようにやや一般
化できる：

JL
j=1

Fj(z) ⇠ 0 とは，自然数 J 0 > J，」

(37) p41 line 5:

「⇠が同値関係となるのは容易にわかる．」は削除

(38) p41 下から line 6⇠4: これら行中，４カ所の F に添え字 jをつ
け Fjに。
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(39) p42 下から line 12:

· · · ならばBRn(⌦� \⌦µ)内で
J�X
j=1

bp�1V �
j
(F �

j ) =

JµX
j=1

bp�1V
µ
j
(F

µ
j ).

を
· · · ならば⌦� \⌦µ上"

J�X
j=1

bp�1V �
j
(F �

j )

#
=

"
JµX
j=1

bp�1V
µ
j
(F

µ
j )

#
.

(40) p42 下から line 10:

「このとき f(x) = {f�(x)}�2⇤. 又，f(x)が零とは，⌦の開
被覆 · · ·」を
「このとき f(x) = {[f�(x)]}�2⇤. 但し，f 2 BRn(⌦)が⌦上

[f ] = 0とは，⌦の開被覆 · · ·」

(41) p42 下から line 9⇠8:

「ここでRnは · · · と取って良い.」を
「以下では簡単のため f = 0は [f ] = 0を表すとするが実は

後で述べる楔の刃定理 2.3.16により f 2 BRn(⌦)に対し [f ] = 0

と f = 0は同値.」

(42) p43 line 11:「y1 2 �\
JT

k=1
�1k(r

2/2)及びyj 2
JT

k=1
�jk(r

2/2)」を

「y1 2 e�r \
JT

k=1
( e�1k)r 及び yj 2

JT
k=1

( e�jk)r
」

(43) p46, 下から line 5: yj 2 �j(r
2/2) を yj 2 ( e�j)r

(44) p47, 下から line 5:

fi(x) =

JX
j=1

· · · を fi(x) =

JiX
j=1

· · ·

(45) p48,下から line 8⇠7:

「yi
j 2 � i

j (r
2
i /2) (· · · ), yj 2 �j \

JT
k=1

�jk(r
2/2) (· · · ) 及び

yj 2
JT

k=1
�jk(r

2/2)」を

「yi
j 2 (f� i

j )ri
(· · · ), yj 2 ( e�j)r \

JT
k=1

( e�jk)r (· · · ) 及び yj 2
JT

k=1
( e�jk)r」
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(46) p50, line 9（定理 2.2.4の証明）:

C := max
16j6J

{Cj} を C :=
P

16j6J

{Cj}

(47) p50, 下から line 9⇠7: 「次に・・・で整型となる．従って」を
「次に注意 1.3.10 (1)と同様の評価で」

(48) p50, 下から line 6,Z
(Ur\U 0

r)⇥W

e�(··· )T⇤Fj(z;↵, ⇠) · · · d↵d⇠

を Z
(Ur\U 0)⇥W

e�(··· )T⇤f(z;↵, ⇠) · · · d↵d⇠

(Fjのところと (· · · \ U 0
r)⇥W のところ)

(49) p50, 下から line 5 ⇠4: 「はU 0 + · · · で整型となる．更に・・・が
存在して」を
「は x0で整型となる．更に (2.2.4)及び補題 1.3.6から」

(50) p50, 下から line 3:Z
U 0

r⇥W

e�(··· )T⇤Fj(z;↵, ⇠) · · · d↵d⇠

を Z
U 0⇥W

e�(··· )T⇤f(z;↵, ⇠) · · · d↵d⇠

(Fjのところと U 0
r ⇥W のところ)

(51) p50, 下から line 2⇠ 1: 「は U 0 + · · · で整型だから，併せて
Gi(z) 2 · · ·」を
「も x0で整型，従ってG1(z)が x0で整型であること」

(52) p51 line 4: Gk をGi

(53) p51 下から line 11: 「⌦全体の」　を　「
p
�1V 全体の」

(54) p51 下から line 10: U +
p
�1� b

···

p
�1V の中のUをUrで置き

換え．

(55) p51 下から line 1:

SS(f) \ (U +
p
�1 · · · ) b

···
SS(f) \ (U +

p
�1 · · · )

の中の U(２カ所)を Urで置き換え．
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(56) p52 line 2:

Rn \��
1 ⇢ · · · を Cl(Rn \��

1) ⇢ · · ·

(57) p52 line 3, 6: K ⇥ U をK ⇥ Ur

(58) p52 line 7:

��
i ⇢ Rn \��

1 を ��
i ⇢ Cl(Rn \��

1)

(59) p52 line 11, 13: +
p
�1V1 を +

p
�1�1 (各行一カ所)

(60) p54 下から line 6: yi
j 2 � i

j (r
2
i /2) を yi

j 2 ( e� i
j )ri

(61) p56 line 3:

�(�/2) ⇢ Int S� を �(�/3) ⇢ S 0

(62) p56 line 4⇠7: この部分「(2) y 2 S 0 · · · 上で整型．」を以下で置
き換え．
「(2) S 0 内の任意のコンパクト集合Kに対しG(z; ⌘) はK ⇥

Cl S で連続かつ Int K ⇥Cl S において zにつき整型．従ってル
ベーグの収束定理などによりGS(z)が連続かつ複素微分可とな
ることがわかり整型であることがいえる．」

(63) p57 下から line 2: |T i⌫
⇤ f(z;↵, ⇠)| 6 Ce��|⇠| を

|T i⌫
⇤ f(z;↵,�⌘)| 6 Ce���|⌘|

(64) p58 line 2:

��
11 b · · · を ⇠01 2 Int��

11 b · · ·

(65) p58 line 8:

· · · +
1X

i=i0

Z
��

11

Fi(z; ⌘)!(⌘)

の和と積分を入れ替え (括弧をつけて)

· · · +
Z
��

11

 1X
i=i0

Fi(z; ⌘)

!
!(⌘)

(66) p60 line 8:「· · ·T i⌫
⇤ fi(· · · ) · · ·」の iをひとつとり「· · ·T i⌫

⇤ f(· · · ) · · ·」

(67) p61 line 7: �(x� ex, ⇠) を �(z � ez, ⇠)
(68) p63 line 9⇠10:(ZjをZkに，と，jkを kjに，の２カ所)

�Zj\Zj
(U ; F )でsjk+sjk = 0となる ! �Zj\Zk

(U ; F )でsjk+skj = 0となる

(69) p65 line 1:
p
�1 を入れて　 · · · 2 � (

p
�1Vj; fARn)
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(70) p71 line 6: 「さて」の前に次を挿入「（以下の議論の本質を
手早く理解するために，m = n � 1, N = {x 2 M ; xn =

0}, �(x1, ...., xn�1) = (x1, ..., xn�1, 0) の場合に限定して考えて
もよい．）」

(71) p71 line 7: 「・・凸閉錐である. 各・・」を次で置き換える：
「・・凸閉錐である. これは，任意の線形写像 T : Rn ! Rm

とRn 内の 0を頂点とする閉錐 Sが S \ Ker T = {0}を満たせ
ば TSは閉錐になる事からわかる. 証明は T が射影の時示せば
十分でありその場合も容易に示せる.各・・」

(72) p72 line 3: F (z) を Fj(z)

(73) p73 line 2: ��1
d ({x0}) ⇢ ��1

⇡ ! ��1
d ({x0}) \ ��1

⇡

(74) p73 line 7: Z 2 を Z ⇢

(75) p74 line 15: x0 を x000

(76) p74 下から line 8: sp�⇤f 2 BN,x. ! sp�⇤f 2 CN,p⇤ .

(77) p74 下から line 6: � : � · · · の中の�を Rn に。

(78) p74 下から line 5: 「Rn = �と同一視」を
「Rnを� = �(Rn)と同一視」

(79) p78 line 8 : 「(2)」を「(3)」に．

(80) p80 line 3 : 「且つ supp u0 ⇢ · · · \ supp u.」を
「且つ

p
�1

.

T ⇤Rn+m \
�
(Cl

p
�1W 0) \ supp u

�
上 u0 = 0.」

(81) p80 line 4 : f(x) ! f(x, t)

(82) p80 line 6 :「り
Z

K0
· · ·」を「り ⇡(U)上の超函数

Z
K0

· · ·」

(83) p80 下から line 10 :「定理 2.5.7の証明」を「定理 2.5.4の証明」

(84) p80 下から line 6⇠p82 line 10 :　「十分小さい x 2・・・」から
「以上で示された．」までを次で置き換え：
「任意の x0 2 ⌦ に対し，その十分小さい相対コンパクト開

近傍 ⌦0 を取れば p�1(Cl⌦0)\ supp f ⇢ Cl⌦0⇥U はコンパク
トだから，K b U が存在して p�1(⌦0)\ supp f ⇢ ⌦0 ⇥K , 且

つ ⌦0 ⇥ @K の近傍で f(x, t) = 0. f(x, t̃ ) =
JP

j=1
bp�1 Vj

(Fj) を
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f(x, t̃ )の⌦0⇥K の近傍での境界値表示で各定義関数が⌦0⇥@K
の近傍で解析的となるものとすれば, x0の十分小さい近傍でZ

p�1(x)

�⇤f(x, t) det
@'

@t
(x, t) dt

=

JX
j=1

bp�1 Wj

⇣ Z
 (x0,K)+

p
�1 "j

�⇤Fj(z, ⌧) det
@'

@⌧
(z, ⌧) d⌧

⌘
.

ここで t̃ = '(x, t)を tについて解いたものを t =  (x, t̃ )と記し
た．従って上の各定義関数は ⌧j(t) = t +

p
�1"j(t)とおくと，

Gj(z) =

Z
 (x0,K)

Fj(z,'(z, ⌧j(t))) det
@'

@⌧
(z, ⌧j(t)) det

@⌧j(t)

@t
dt.

これはzをパラメータとするm次複素微分形式Fj(z, ⌧̃ )d⌧̃1^· · ·^
d⌧̃m を実m次元集合 Lj(z) := {'(z, ⌧j(t)) 2 Cm| t 2  (x0, K)}
上で積分したものに他ならない．ただしその際 tを正の座標系
と考える．さらにこれを t =  (x0, t̃ )と積分変数変換すると

Gj(z) = �

Z
Lj(z;t̃ )

Fj(z, ⌧̃ )d⌧̃ .

ここで �は det
@'(x0, t)

@t
の符号である．他方，

L̃j := {t̃ +
p
�1 "̃j(t̃ ) 2 Cm| t̃ 2 K}を積分

Z
p�1(x)

f(x, t̃ ) dt̃ =

JX
j=1

bp�1 Wj
(G̃j(z))

で使われる積分路とする．即ち，G̃j(z) :=
R

L̃j
Fj(z, ⌧̃ ) d⌧̃ . 従っ

て �Gj(z)� G̃j(z) =
R

Lj(z;t̃ )�L̃j
Fj(z, ⌧̃ )d⌧̃ . 各 t̃ 2 K に対して

'(x +
p
�1 y, ⌧j( (x0, t̃ )))� (t̃ +

p
�1 "̃j(t̃))

の実部は |x � x0| + |y| + |"j| + |"̃j|のオーダーであり，虚部は
|y|+ |"j|+ |"̃j|のオーダーであるなどのことから |x�x0|+ |y|+
|"j| + |"̃j|が十分小さければCauchy-Poincaré の定理により

�Gj(z)� G̃j(z) =

Z
H(z)

Fj(z, ⌧̃ )d⌧̃ .

ここで Cm � H(z) :=

{s'(z, ⌧j( (x0, t̃ ))) + (1� s)(t̃ +
p
�1 "̃j(t̃ )) | t̃ 2 @K, s 2 [0, 1]}

={s'(z, (x0, t̃ )) + (1� s)t̃ | t̃ 2 @K, s 2 [0, 1]}

は @K(⇢ Cm)の十分近い近傍に含まれる実m次元集合であり
jによらない．Fj(z, ⌧̃ ) は {x0}⇥ @Kの近傍で整型，かつ総和
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が 0であったから

�

JX
j=1

bp�1 Wj
(Gj(z))�

JX
j=1

bp�1 Wj
(G̃j(z)) = 0.

以上で示された．」

(85) p82 下から line 1:「が定義できる。」の後に次を挿入：「このよ
うな形式であれば一般の実解析的多様体M, N と」

(86) p83 line 10⇠16 :「証明 系 2.4.6から・・が定義され」を次で
置き換え：「証明 超函数のテンソル積 f(x1)g(x2)の座標変換
x1 = x � ex, x2 = exとして f(x � ex)g(ex)が定義できて次を満
たす：」

(87) p85 下から line 2: 「又，x1 = 0ならば」を「又，x1 = 0の近
傍では」

(88) p85 下から line 1: a(z)zj を a(z)z1

(89) p86 line 6 : 2箇所 xj を x1

(90) p89 下から line 6: 右辺の積分記号の下つきの @j�
�
z を @j�

�0
z

(91) p90 line 3: = (↵� �) を > (↵� �)

(92) p90 下から line 1:「· · · + �

|⇠|4 (· · ·」を「· · · + �2

|⇠|4 (· · ·」

(93) p93 line 9

K(z, · · · )
· · · ! Kj(z, · · · )

· · ·

(94) p93 下から line 10: adojoint! adjoint

(95) p99 下から line 5: l 2 Nn ! l 2 N

(96) p100 line 1:「{kf⌫kK,(l)}⌫2Nが」を
「{f⌫}⌫2Nが k ⇤ kK,(l)に関して」

(97) p100 line 2⇠3: 「これと・・・とから・・・が従う．即ち」を
「B ⇤ f⌫ は zにつき整型であるからその広義一様収束極限で

ある」

(98) p101 下から line 3:

0 = hB(z � ex; ⌘)dex, f(ex)i = · · ·! 0 = hB(z � ex; ⌘)dex, (f)i = · · ·
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(99) p105 line 7: 「|h , fi| = |h (x),
R
· · ·!(⌘)i| 6 CkfkK,(l).」の真

ん中の部分を取り去り右側に付け加えて
「|h , fi| 6 CkfkK,(l) = C sup{|B⇤f(z; ⌘)|; (z, ⌘) 2 D(K)l}.」

(100) p105 line 8:「従って，Hahn-Banachの定理を・・・」を
「従って，B⇤f(z; ⌘) 2 C0(D(K)l)と見なしてHahn-Banach
の定理を・・・」

(101) p105 line 13: 「h , fi = · · · = h 0, B ⇤ fi.」の真ん中の部分を
取り去り「h , fi = h 0, B ⇤ fi.」

(102) p107 下から line 2: Rehz � exi2 ! Re(z � ex)2

(103) p107 下から line 1: 「k'⌫kl 6 · · ·」を「k'⌫kLl
6 · · ·」

(104) p108 下から line 7: 「· · · = h'⌫(x)dx, ◆(g)(x)i !
⌫

0」を
「· · · = h'⌫(x)dx, (◆(g))i !

⌫
0」

(105) p109 line 13: � (⌦; G ) を � (U ; G )

(106) p110 下から line 2: 「・・・で示せば良い．」を
「・・・で示せば良い．また � は固有的として良い．」

(107) p111 line 11: �( を �⇤(

(108) p111 line 13: �( を �⇤(

(109) p113 line 13: + log |x� x0| を � log |x� x0|

(110) p113 line 18: + log dis を � log dis

(111) p114下から line 8 : f⌫+1(x) := h⌫(x)+ · · · 2 �Cl(K⌫+1\K⌫�1)(· · · )
の添え字３カ所を訂正：

f⌫+1(x) := h⌫+1(x) + · · · 2 �Cl(K⌫+2\K⌫)(· · · )

(112) p115下から line 5 : D(Cl(K⌫+1\K⌫�1)⌫)を D(Cl(K⌫+1\K⌫�1))⌫

(113) p117 line 12 : ej を el

(114) p120 line 15: 「平行移動によって・・・として良い．」を
「局所的に示せばよいから K = {|x|  r} (r > 0)として

良い．」

(115) p120 line 15: 「固有的凸だから，必要ならば」を「固有的凸だ
から，Hahn-Banachの定理により �0 \ � �

0 6= ;がわかる．この
中の一つを選んで必要ならば」
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(116) p120 下から line 10⇠9: 「 と置いたとき・・・従って定数・・・」を
「と置いたとき，定数・・・」

(117) p121 line 3:

6
C(|z1 �

p
�1�| + |x1|p+1)

�p(p + 1)!
+

Z �

y1

C(s� y1)
p

spp!
ds

を

6
C(2|x1| + �)p+1

�p(p + 1)!
+

Z �

y1

C(s� y1)
p

spp!
ds

(118) p123 line 9, 及び下から line 8: ex 2 K ! ex 2 L

(119) p123 line 10,11: hz � exi2 ! (z � ex)2 (１カ所と２カ所，計３
カ所)

(120) p123 下から line 7:· · · =
CC 0

|y|2n+p
· · ·! · · · 6

CC 0

|y|2n+p
· · ·

(121) p123 下から line 6, 3: �0 ! �1

(122) p124 line 9: Rn + � をRn +
p
�1�

(123) p127 line 1:「且つD(· · · )⌫ で整型」の部分を削除

(124) p127 line 6:

「|y| + |y|2 < �2, · · · , |y| + |y|2 < �2}」 を「|y| + |y|2 < �2}」
と短縮

(125) p129 line 5: 「(これは注意 3.3.2で・・・」を　「(これは定理 2.3.3

の証明と同様にして得られる DbRn ! .
⇡⇤C

f

Rn の全射性と注意
3.3.2で・・・」

(126) p129 下から line 7⇠6:２カ所の「�{x;'(x)>0}(BRn)0 」を
「lim�!

U30

�{x;'(x)>0}(U ; BRn) 」

(127) p130 line 8: 「SS(fi)| .
⇡
�1

(U) ⇢ · · ·」を「SS(fi)\
.
⇡
�1

(U) ⇢ · · ·」

(128) p133 line 1: g(· · · ) = 0 を g(· · · )dex = 0

(129) p136 line 6: · · · + � �0) ! · · · +
p
�1� �0)

(130) p136 line 11: 「⌘0, a 2 Rn」を 「⌘0 2 Rn, a 2 R」

(131) p137 line 1: 「�0 := · · ·」　を「�̃ := · · ·」
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(132) p137 line 3: hy0, ⇠i = · · · を h(0, y0), ⇠i = · · ·

(133) p137 line 7,8: ２カ所の �0 を �̃ に置き換える

(134) p137 下から line 14⇠11 :

「· · · = G(x; ⌘0). 更に・・・としてG(z; ⌘0) = 0.」を
「· · · =

R
Im ⇣=|Re ⇣|⌘0

e
p
�1hx,⇣i'(⇣)d�⇣.

ここで最後の積分中の ⌘0は任意の � > 0に対して �⌘0で置き換
えられる. よって �! +1 の極限をとることによりその値は 0

である。」

(135) p137 下から line 8: · · · z1 > M を · · · z1 > T

(136) p138 line 3:　F⇤' 中のエフの字体を この字体に（mathcal）

(137) p138 下から line 6⇠4: 計４カ所の ⌘j を ⌘1 に。
また３カ所の積分下端 oを 0（ゼロ）に

(138) p139 下から line 3 : "�j ! "j （積分記号下）

(139) p140 下から line 3 : Rn ! R

(140) p142 line 8: 「 �1

2⇡
p
�1

[1]� �1

2⇡
p
�1

· · ·」 の真ん中のマイナス

をイコールに「 �1

2⇡
p
�1

[1] =
�1

2⇡
p
�1

· · ·」

(141) p143 下から line 3: m 2 Z ! m 2 N0

(142) p145 line 14: =
�1

2
p
�1 sin ⇡�

� R (0�)

[�1,c] · · · のマイナスを取り，

=
1

2
p
�1 sin ⇡�

� R (0�)

[�1,c] · · ·

(143) p145 line 16,18: 3箇所ある e�⇡(�+1)/2を e�
p
�1⇡(�+1)/2 に

(144) p145 下から line 3: 2 N を 2 �N

(145) p147 line 2: �
H (0+) を �

H (0�)

(146) p147 line 7:
1

2⇡
p
�1

· · · を �1

2⇡
p
�1

· · ·

(147) p147 line 8, 9:
1

4⇡
p
�1

· · · (各行１カ所)を �1

4⇡
p
�1

· · ·

(148) p147 line 10: = � log(b� a).　を = log(b� a).
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(149) p147 下から line 8:
1

2⇡
p
�1

· · · を �1

2⇡
p
�1

· · ·

(150) p147 下から line 7: �
H (0+) を �

H (0�)

(151) p147 下から line 4: (x� b)��+ dx を (x� a)��+ dx

(152) p147 下から line 4:
�1

(�� 1)x��1
+

を x1��
+

1� �

(153) p147下から line 1:· · ·�A1 log(b�a) · · · を · · ·+A1 log(b�a) · · ·

(154) p148 line 7:

=

Z
· · · =

Z b

a

'(x)� '(0)

x
dx.

の部分を次で置き換え：

= '(0) log
b

|a| +

Z b

a

'(x)� '(0)

x
dx.

(155) p152 下から line 1: (⌦r[dr], · · · ) ! ((z; ⇣) 2 ⌦r[dr], · · · )

(156) p153 line 3: · · · e···k⇣k�1. ! · · · e···k⇣k.

(157) p153 line 4: C 00 > 0 ! C 0 > 0

(158) p153 下から line 5⇠3: 「更に・・・として良い．」を削除

(159) p154 下から line 6: Re ⇣1 > |⇣1| ! Re ⇣1 > �|⇣1|

(160) p155 line 6: ⌧ 2 Cn ! ⌧ 2 C

(161) p155 line 11: (4.1.4) の「· · · ,
1

2�0BCC 0C1
}」を

「· · · ,
1

2�0BC 0C1
}」

(162) p156 line 5: (BCC1)
j ! (BC1)

j (２カ所)

(163) p156 line 6: · · ·BCC 0 · · ·! · · ·BC 0 · · ·

(164) p158 下から line 5: 「c0k⌘k 6 k · · · k.」 の左側に付け加えて
「c0k⌘k 6 k · · · k 6 ck⌘k.」

(165) p237 line 12: 「仮定できる．」の後に次を挿入
「実際，p(z, ⇣)の実部は多重調和関数 log |P (z, ⇣)|であり，虚
部は実部の微分と線積分を使って表せる事で評価できる．」
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(166) p296 line 5: 「(S2)から直ちに」を「(S1)から直ちに」

(167) p297 line 2: 右側の図の中のF+をF 0

(168) p297 line 4: 「associeted」　を　「associated」

(169) p299 line 3: supp s ! X を supp s ! U

(170) p299 下から line 3⇠下から line 2 : 「任意の x 2 X に対して
・・・は有限個である．」の部分を次で置き換え

「任意の x 2 W に対して開近傍Wxが存在して j, k 2 I(x)な
らば sj|Wx

= sk|Wx
, かつ Wx \ Cl Vi 6= ; なる i 2 I は有限個．」

(171) p302 下から line 4:
S
···
�(A)x ⇢ · · · を

S
···
�(Ax) ⇢ · · ·

(172) p303 line 3: r > 0 を c > 0

(173) p305 line 10⇠下から line 1 (証明すべてを次で置き換え):

証明 定数 C を差し引いておくことにより最初から C = 0

としてよい．U の任意の点 z0をとって 2r < dis({z0}, @U)なる
r > 0をとる．このとき，任意の z 2 {|z � z0| 6 r}, 0 < r0 6 r

に対して

uj(z) 6
1

�2

Z
S1

uj(z + r0⌘)!(⌘) =
1

2⇡

Z 2⇡

0

uj(z + r0e
p
�1✓)d✓.

これに 2⇡r0を掛けて，0 6 r0 6 rで積分すれば

⇡r2uj(z) 6
Z

|w�z|6r

uj(w)dRe w dIm w 6
Z

|w�z0|62r

u+
j (w)dRe w dIm w.

ここで u+
j (z) = max{uj(z), 0}. 従って

sup
|z�z0|6r

uj(z) 6
1

⇡r2

Z
|w�z0|62r

u+
j (w)dRe w dIm w.

条件 (2)により，ある定数M > 0が存在して
sup{uj(w); |w � z0| 6 2r, j 2 N} 6 M.

従って Lebesgue積分のFatouの補題が使えて，

lim
j!1

sup
|z�z0|6r

uj(z) 6
1

⇡r2

Z
|w�z0|62r

lim
j!1

u+
j (w)dRe w dIm w.

条件 (1)により， lim
j!1

u+
j (w) = 0 であるから右辺は 0である．

これはまさに z0の周りでの定理の主張を意味している．あとは
コンパクト性の議論からKの場合が従う．
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(174) p306 line 5: 「非減少」を「非増加」．

(175) p306 line 10: f(z0) 6 を u(z0) 6


